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別添資料1－1（新）

　生産科学科　カリキュラム･マップ 卒業単位：68単位

春期
単
位 夏期

単
位 秋期

単
位 冬期

単
位 春期

単
位 夏期

単
位 秋期

単
位 冬期

単
位

2
2

●分子生物学 2

●ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 1
1 1

2

（自由）簿記基礎 1 （自由）簿記応用 1

■農林業基礎（7単位）
●農学概論 2

●農林業のための科学 1

農林業史 2 県内農林業事情 2 海外農林業事情 1
農林業政策 2 県外農林業事情 1 営農と農業関連法 2 野生鳥獣管理・利用論 2

※ここから2単位以上

■生産理論（14単位）
＜共通＞ ＜栽培コース＞

○植物生理生態学 2 ◎肥料・植物栄養学 2 ◎先端栽培技術 2 ◎環境保全型農業論 2
○樹木・組織学 2 ◎植物保護 2

○畜産概論 2
作物栽培 2 施設園芸 2

野菜栽培 2
植物遺伝育種学概論 2 花き栽培 2

茶栽培 2
果樹栽培 2

※ここから２単位以上

＜林業コース＞
◎森林計画学 2 ◎森林土木論(治山・林道) 2 2 ◎森林マネジメント 2

◎造林学 2
◎森林生態学 2

＜畜産コース＞

◎飼料総論 2 ◎家畜育種繁殖 2 人工授精論 2 ◎畜産環境・堆肥利用論 2
◎家畜飼養 2 ◎家畜衛生学 2

◎家畜生理解剖 2 畜産法規 2

■生産技術（25単位）
＜共通＞

2
＜栽培コース＞

＜野菜①＞
4 6 ●企業実習 10

●大型機械実習 2 ●ＧＡＰ演習 1

＜野菜②＞
●企業実習※再掲 10 6

●ＧＡＰ演習※再掲 1 ●大型機械実習※再掲 2

4 6 ●企業実習※再掲 10

●ＧＡＰ演習※再掲 1 ●大型機械実習※再掲 2

4 ◎圃場実習Ⅱ（茶） 6 ●企業実習※再掲 10 ●ＧＡＰ演習※再掲 1
●大型機械実習※再掲 2

4 6 ●企業実習※再掲 10

●ＧＡＰ演習※再掲 1 ●大型機械実習※再掲 2

＜林業コース＞
4 6 ●企業実習※再掲 10

●大型機械実習※再掲 2
●ＧＡＰ演習※再掲 1

＜畜産コース＞
4 圃場実習Ⅱ（大家畜） 6 ●企業実習※再掲 10 ●ＧＡＰ演習※再掲 1

圃場実習Ⅱ（中小家畜） 6 ●大型機械実習※再掲 2

■農山村の伝統・文化及び地域社会（２単位）
＜共通＞

●農山村田園地域公共学 2

■加工・流通・販売等（８単位）
＜栽培コース＞

食品科学 2 農と食の健康論 2 ●ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習 2 ●ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習※再掲 2 ●ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習※再掲 2 ※いずれか１回
食品加工演習 2 食品加工演習※再掲 2

アグリフードシステム論 2 流通加工論 2

◎農業経営 2

＜林業コース＞
◎木材加工演習 2 ●ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習※再掲 2 ◎木材利用・流通論 2

◎林業経営 2

＜畜産コース＞
食品科学※再掲 2 農と食の健康論※再掲 2 ●ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習※再掲 2

食品加工演習※再掲 2 食品加工演習※再掲 2 畜産経営演習（大家畜） 2
アグリフードシステム論※再掲 2 流通加工論※再掲 2 畜産経営演習（中小家畜） 2

◎畜産経営 2 ※ここから２単位

2

【養成する人材像】
○農林業生産現場のリーダーであるとともに、自らが農林業を営む農山村の自然環境や景観の保全、伝統・文化の継承などについて学び、農山村の地域
   社会を支える農林業者として、それらを守り育んでいくことができる人材

ディプロマ
・ポリシー

(1)社会人に求められる知識やコミュニケーション能力及び価値観の相違や多様性などを理解し多面的に物事を考える素養を有している。
(2)農林業生産現場の生産性向上等を図るための農林業生産に関する専門的な知識・技術や農林業生産に活用される先端技術を生産現場へ導入
   する能力を有している。
(3)農山村の地域社会を支える農林業者として、農林業の営みを通じて形成される農山村地域の環境を守り育んでいくための農山村の自然環境
   や景観の保全、伝統・文化の継承などに関する知識を有している。
(4)農山村の地域資

　　●必修
　　○選択必修
　　◎ｺｰｽ必修
　　　　実験・実習

教育課程

◎圃場実習Ⅰ（茶）

◎圃場実習Ⅰ（野菜）

◎圃場実習Ⅰ（花き） ◎圃場実習Ⅱ（花き）

2

総
合

（
2
単
位

）

●プロジェクト研究

※ここから２単位以上

(5)農林業生産現
場
　 における課題の
   解決に向けた研
   究の手法などを
   学ぶ教育課程を
   編成する。

◎圃場実習Ⅱ（果樹）

◎圃場実習Ⅰ（畜産）

◎演習林実習Ⅰ

土壌学

科
目

カリキュラム・ポリ
シー

職
業
専
門

（
4
6
単
位

）

２年1年

●保健体育
○英語応用

●情報処理演習

◎圃場実習Ⅰ（果樹）

※野菜①と野菜
②に分かれる。

◎圃場実習Ⅱ（野菜）

●静岡学
基
礎

（
1
0
単
位

）

（１）社会人に求め
   られる実用的な
   知識やコミュニ
   ケーション・スキ
　 ルなどを学ぶ教
   育課程を編成
   する。

○英語基礎

(2)農林業に関する
   基礎的な知識及
　 び農林業生産に
   関する専門的な
   理論や技術を学
   ぶとともに、農林
   業生産に活用さ
   れる先端技術を
   学ぶ教育課程を
   編成する。

(3)農山村の自然環
   境や景観の保全
   に配慮した農林
   業生産を学ぶ教
   育課程を編成す
   る。

(4)農山村の伝統・
　 文化の継承や
　 地域社会及び
　 生産物の加工・
　 流通・販売など
　 について学ぶと
   ともに、それらの
   知識を活用して
   生産物の付加
   価値向上を図る
   ための手法を学
   ぶ教育課程を
   編成する。

展
開

（
1
0
単
位

）

◎演習林実習Ⅱ

◎圃場実習Ⅱ（野菜）　※再掲

●総合実習

◎木材生産システム

別添資料1－1（新）



別添資料１－１（旧）

コミュニケーション論

分子生物学

簿記基礎 簿記応用

農学概論 農山村田園地域公共学 野生鳥獣管理・利用論

農林業史 県内農林業事情 海外農林業事情

農林業政策 県外農林業事情

農林業のための科学 農業経営 営農と農業関連法

農と食の健康論 畜産経営

林業経営

植物生理生態学 肥料・植物栄養学 植物保護 野菜栽培 施設園芸Ⅰ 施設園芸Ⅱ

作物栽培 花き栽培 精密農業論 環境保全型農業論

茶栽培

果樹栽培

森林計画学 造林学 森林生態学 樹木・組織学 木材生産システム論 森林マネジメント論

森林土木論(治山・林道)

畜産概論 飼料総論 家畜飼養 畜産環境・堆肥利用論 畜産経営演習Ⅰ（大家畜） 畜産経営演習Ⅱ（大家畜）

家畜生理解剖 家畜育種繁殖 畜産経営演習Ⅰ（中小家畜） 畜産経営演習Ⅱ（中小家畜）

家畜衛生 人工授精

畜産法規

森林認証演習 森林施業プラン演習

食品化学 アグリフードシステム論 流通加工論

食品衛生学 木材加工演習

木材利用論 木材流通論
展
開

生
産
理
論

農
林
業
基
礎

（コース別）生産基礎Ⅱ

（コース別）圃場・演習林実習Ⅱ

総合実習

（コース別）圃場・演習林実習Ⅰ

（コース別）生産基礎Ⅰ

企業実習

大型機械実習

社会人として必要な知識などを身につけるため、情報処理やコミュニケーションスキル等を学ぶ科目を配当

農林業生産を行うた
めの知識・技術と、そ
れを活用するための
能力

栽
培

家
畜

林
業

総
合

4

・修得した専門知識と
技術を駆使して、課
題を探求し、解決に
必要な情報を収集・
分析・整理する能力
・分析・整理した結果
を表現する論理的な
記述力、口頭発表
力、コミュニケーション
能力

農林業生産の実験・
実習・演習を通じて身
に付く、自主的・継続
的に学習を進める能
力、他者と協調し事業
を推進できる能力

加工・流通・販売に関
する知識の修得によ
る、生産物の付加価
値を向上させる手法
の理解

1

・専門分野のみにとら
われない幅広い知識
・価値観の相違や多
様性などを理解し多
面的に物事を考える
素養

3

2

冬期

農林環境専門職大学短期大学部　生産科学科　カリキュラム・マップ

育成する人材像

確かな生産知識と技術を持ち、生産現場のスペシャリストとして即戦力となる人材

生産現場のリーダーに必要な豊かな人間性と、現場の課題に対応できる先進的な生産知識や技術と、その応用力を持った人材

冬期
ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・ﾎﾟﾘｼｰ 区分

科
目秋期

カリキュラム・ポリシー
基礎科目

春期

実
習
・
演
習

加
工
・
流
通
・
販
売

プロジェクト研究

英語応用

保健体育

夏期

（４）身に付けた技術や知識で農林業の発展に貢献する意欲がある人

（１）農林業生産技術を学ぶ上で必要な基礎学力と知識を身に付けている人

（２）課題解決や新たな価値の創造に取り組むために、従来の常識にとらわれない柔軟な思考力を備えている人

（３）農林業に高い関心を持ち、生産現場の技術者や指導者になろうとする意欲がある人

アドミッション・ポリシー

総合科目
農林業生産における課題を探求し、解決に必要な情報を収集・分析・整理するとともに、その成果をとりまとめる科目を配
当

農林業生産理論に必要な知識・技術を身につけるため、農林業基礎、生産理論、生産技術を学ぶ科目を配当するととも
に、実習・演習科目を重点的に配当

展開科目

職業専門科目

生産物の付加価値を向上させる手法を理解するため、加工、流通、販売について学ぶ科目を配当

GAP演習

基
礎

２年
夏期

職
業
専
門

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ演習

販売演習

食品加工演習

英語基礎

静岡学（通年）

春期
1年

情報処理演習

秋期

植物遺伝育種学概論土壌学

別添資料１－１（旧）



別添資料1－2

区分

区分

教
養
科
目

研究部２年養成部２年 研究部１年養成部１年

中
小
家
畜
コ
ー

ス

畜
産
学
科

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

林
業
学
科

茶
業
学
科

農林大学校（養成部・研究部）　カリキュラム・マップ

専
門
科
目

全
学
科
共
通
科
目

野
菜
コ
ー

ス園
芸
学
科 花

き
コ
ー

ス

大
家
畜
コ
ー

ス

果
樹
学
科

農林業経営、農林業政策
○作物、○農林業汎論
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論、特別講義
情報処理Ⅰ･Ⅱ、
情報処理演習
簿記Ⅰ・Ⅱ
農業気象、環境科学
国際関係論、経営分析・設計
農畜産物加工、国際政治論
ﾌﾗﾜｰﾃﾞｻﾞｲﾝ、造園

植物生理

農薬概論

農業機械基礎

○生物工学Ⅰ･Ⅱ

○植物防疫Ⅰ･Ⅱ

○土壌肥料Ⅰ･Ⅱ

○営農ゼミ

○野菜概論Ⅰ･
Ⅱ

○花き概論Ⅰ･Ⅱ

果樹栽培基礎
Ⅰ･Ⅱ
果樹栽培実習
Ⅰ･Ⅱ

○茶栽培Ⅰ･Ⅱ
○茶加工Ⅰ･Ⅱ
○手もみ技術Ⅰ

畜産概論
畜産法規
○家畜生理解剖
畜産加工論
飼料総論
畜産環境論
○家畜育種繁殖Ⅰ･Ⅱ
○家畜衛生
○畜産堆肥利用論
○家畜飼養Ⅰ･Ⅱ

○森林・林業基礎
○木材利用Ⅰ･Ⅱ
○測樹
林業経営Ⅰ
○育林Ⅰ･Ⅱ
○特用林産Ⅰ･Ⅱ
○林業機械
○伐木集運材Ⅰ
○森林測量、○森林情報

○園芸
施設と
経営

園芸病
害虫と
土壌飼
料

農業経
営研究
講座

園芸流
通

野菜栽培と育種
○各種特論

花き栽培と育種
○各種特論

○茶樹育種、○茶樹栽培Ⅰ･Ⅱ
○茶製造、○茶業土壌肥料
○茶樹病害虫、手もみ技術Ⅱ
○各種茶、茶業経営、
茶業流通、各種特論

○果樹育種、○果樹栽培
○果樹土壌肥料、○果樹病害
虫
○果樹施設環境生理、
果樹経営、果樹経営分析、
果樹流通加工、各種特論

畜産経営
○乳牛飼養管理、○肉牛飼養管
理
家畜管理実習、○繁殖
○環境保全、○飼料生産調整
流通加工、○各種特論

中小家畜経営、中小家畜施設
飼養管理、○繁殖育種
○衛生疾病、栄養生理
○環境保全、○流通加工
中小家畜飼養、○各種特論

○森林保護、○環境保全
○木材利用Ⅲ・Ⅳ
林業経営Ⅱ
○育林Ⅲ・Ⅳ
○特用林産Ⅲ
○伐木集運材Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
○林業特論Ⅰ・Ⅱ

○
大
型
機
械
実
習

◎
先
進
経
営
研
修

教養基礎、体育
基礎英語、英会話
経済学、心理学
社会学、生物学

農学研究
植物生理学
土壌肥料学
植物病理学
応用昆虫学

農業経営学
マネージメント演習
企業法人研修
マーケティング論
開発商品事例研究
農畜産物加工論
商品化実践実習Ⅰ
流通研究
農業機械実習
◎ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ

農業会計学
経営特別講座
就農演習
商品化実践演習Ⅱ
Web活用研究
Web実践実習
◎ｲﾝﾀｰﾝシップⅡ

地域活性化論、
地域活性化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｾﾞﾐⅠ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実習Ⅰ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅰ

農林事務所学習
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｾﾞﾐⅡ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実習Ⅱ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅱ

海外派遣研修

凡例
○…「生産理論を学ぶ講義」と「生産技術を身につける実習」が一体となった科目
◎…臨地実務実習

卒
業
論
文
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　生産環境経営学部生産環境経営学科　カリキュラム･マップ

前期 単
位 後期 単

位 前期 単
位 後期 単

位 前期 単
位 後期 単

位 前期 単
位 後期 単

位

■一般教養（10～12単位）
2

●経済学概論 2
●情報処理基礎 1 ●情報処理応用 1

法学概論 2 社会学概論 2 歴史学概論 2 文学概論 2 茶道 1
政治学概論 2 文明論 2 華道 1

統計学 2

※ここから４単位以上

■コミュニケーションスキル（8～10単位）
●ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 2

英語Ⅰ 2 英語Ⅱ 2 英語Ⅲ 2 英語Ⅳ 2

※ここから４単位以上

2 2

■経営管理（25単位）
●農林業経営学 2 ●経営戦略 2 ●マーケティング論 2 ●経営実習Ⅰ 5 ●経営実習Ⅱ 5

（自由）簿記基礎 （自由）簿記応用 ●財務会計 2 ●労務管理 2 ●管理会計 1

フードシステム論 2 農と食の起業論 2
法と農業経営 2 知的財産権 2
経営管理論 2 農林業の経営組織論 2

人材ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 2

※ここから4単位

■加工・流通・販売（栽培・畜産：8単位、林業：6単位）
＜栽培コース・畜産コース＞

食品科学 2 食品加工学 2 食品加工実習 2 6次産業化実践論 2
農と食の健康論 2 食品流通論 2

収穫後生理学 2
◎販売管理論 2 ◎販売実習 2

＜林業コース＞
◎木材利用・流通論 2 ◎木材加工学 2 ◎木材加工実習 2

＜畜産コース＞
食品科学※再掲 2 食品加工学※再掲 2 食品加工実習※再掲 2 6次産業化実践論※再掲 2

農と食の健康論※再掲 2 食品流通論※再掲 2
◎販売管理論　※再掲 2 ◎販売実習※再掲 2

■農林業基礎（10単位）
●農学概論 2 ●環境と農林業 2 ●技術者倫理 2

県内農林業事情 2 県外農林業事情 1 海外農林業事情 1
農林業史 2 農林業政策 2

分子生物学 2 生命科学 2
農業気象学 2 野生鳥獣管理・利用論 2

※ここから４単位

(自由)農林業のための生物学 (自由)農林業のための物理学

(自由)農林業のための基礎数学 (自由)農林業のための地学

(自由)農林業のための化学

■生産理論（16単位）
＜共通＞

○栽培学 2 ●農林業のための先端技術 2
○植物生理生態学 2

○樹木・組織学 2
○畜産概論 2

※ここから２単位

＜栽培コース＞
◎肥料・植物栄養学 2 ◎環境保全型農業論 2

◎植物病理学 2 ◎応用昆虫学 2

作物学 2 植物遺伝育種学概論 2
園芸学 2 土壌学 2

野菜園芸学 2
※ここから２単位以上 果樹園芸学 2

花き園芸学 2

※ここから２単位以上

＜林業コース＞
◎森林計画・政策論 2 ◎木材生産ｼｽﾃﾑ 2 ◎森林ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 2

◎造林学 2 ◎木質科学概論 2
◎森林土木学 2

＜畜産コース＞
◎飼料総論 2 ◎家畜育種繁殖学 2 ◎畜産環境学 2

◎家畜飼養学 2 ◎家畜衛生学 2
◎家畜生理解剖学 2 自給飼料 2

畜産法規 2 家畜福祉学 2
人工授精論 2

■生産技術（栽培・畜産：26単位、林業：28単位）
＜共通＞ ＜栽培コース＞

2 ◎圃場実習（栽培） 2 ◎生産ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ実習Ⅰ(栽培) 4 4
●GAP演習 2 大型機械実習Ⅱ 2 ●企業実習 10

●大型機械実習Ⅰ 2

＜林業コース＞
◎演習林実習 2 ◎生産ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ実習Ⅰ(林業) 4 4

●GAP演習 ※再掲 2 ◎林業機械実習 2 ●企業実習※再掲 10
●大型機械実習Ⅰ※再掲 2

＜畜産コース＞
◎圃場実習（畜産） 2 ◎生産ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ実習Ⅰ(畜産) 4 4
●GAP演習※再掲 2 大型機械実習Ⅱ 2 ●企業実習※再掲 10
●大型機械実習Ⅰ※再掲 2

■農山村の伝統・文化及び地域社会（20単位）

●農山村田園地域公共学 2 ●農村社会論 2 ●農村景域論 2 ●ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ論 2
●ｸﾞﾘｰﾝ･ﾂｰﾘｽﾞﾑ論 2
●農山村デザイン演習 2

●農と食の哲学 2 ●食文化論 2 ●在来作物学 2
●医福食農連携論 2

●経営分析演習Ⅰ 1 ●経営分析演習Ⅱ 1

2

卒業単位：129単位

●保健体育Ⅰ

●静岡学 

科
目

３年 ４年１年 ２年

(1)一般教養やコミュニ
　 ケーションスキルな
   どを学ぶ教育課程
   を編成する。

教育課程

基
礎

（
2
0
単
位

）

職
業
専
門

（
8
5
単
位

）

◎生産ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ実習Ⅱ(畜産)

(2)企業的な経営管理
   や経営戦略、加工
　 ・販売の手法や流
　 通の仕組みなどを
　 学ぶ教育課程を編
 　成する。

(3)農林業に関する基
　 礎的な知識及び農
   林業生産に関する
   基礎的な理論や技
   術を学ぶ教育課程
   を編成する。

(4)農林業の経営や生
　 産に活用される先
　 端技術を学ぶ教育
　 課程を編成する。

(5)農山村の自然環境
　 や景観の保全に配
　 慮した農林業生産
   を学ぶ教育課程を
   編成する。

◎生産ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ実習Ⅱ(林業)

◎生産ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ実習Ⅱ(栽培)●総合実習

【養成する人材像】
○農林業経営体の中核を担う人材であるとともに、自らが農林業を営む農山村の自然環境や景観の保全、伝統・文化の継承などについて学び、農山村の地域
　 社会における将来のリーダーとして、それらを守り育んでいくことができる人材

　●必修
　◎ｺｰｽ必修
　○選択必修
　　　実験・実習

(1)専門分野のみにとらわれない幅広い知識やコミュニケーション能力及び価値観の相違や多様性などを理解し多面的に物事を考える素養を
　 有している。
(2)農林業経営体の大規模化や経営の多角化に対応していくための経営管理能力、農林業経営に活用される先端技術や加工・流通・販売など
　 に関する知識を有している。
(3)農林業生産現場の状況を的確に把握するための農林業生産に関する基礎的な知識・技術や農林業生産に活用される先端技術に関する知識
　 を有している。
(4)農山村の地域社会における将来のリーダーとして、農林業の営みを通じて形成される農山村地域の環境を守り育んでいくための農山村の
 　自然環境や景観の保全、伝統・文化の継承などに関する知識を有している。
(5)農山村の地域資源を活用することにより、農林業経営における新たな事業展開を生み出すための手法を理解している。
(6)修得した専門知識と技術を駆使して農林業経営における課題を探求し、解決に必要な情報を収集・分析・整理するとともに、分析・整理
 　した結果を表現できる能力を有している。

ディプロマ
・ポリシー

(7)農林業経営におけ
　 る課題の解決に向
 　けた研究の手法な
　 どを学ぶ教育課程
 　を編成する。

カリキュラム・ポリシー

総
合

（
4
単
位

）

(6)農山村の伝統・文
　 化の継承や地域社
　 会について学ぶと
   ともに、農山村の地
   域資源を農林業経
   営に活用する手法
   を学ぶ教育課程を
   編成する。

展
開

（
2
0
単
位

）

保健体育Ⅱ

●プロジェクト研究
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食料・農業・農村基本法の骨子	

第１	基本理念	

１.	 食料の安定供給の確保	
１ 食料は、人間の生命の維持に欠くことができないものであり、かつ、健康で充実した

生活の基礎として重要なものであることにかんがみ、将来にわたって、良質な食料

が合理的な価格で安定的に供給されなければならない。�

２ 国民に対する食料の安定的な供給については、世界の食料の需給及び貿易が不

安定な要素を有していることにかんがみ、国内の農業生産の増大を図ることを基本

とし、これと輸入及び備蓄とを適切に組み合わせて行われなければならない。�

３ 食料の供給は、農業の生産性の向上を促進しつつ、農業と食品産業の健全な発展

を総合的に図ることを通じ、高度化し、かつ、多様化する国民の需要に即して行わ

れなければならない。�

４ 国民が最低限度必要とする食料は、凶作、輸入の途絶等の不測の要因により国内

における需給が相当の期間著しくひっ迫し、又はひっ迫するおそれがある場合にお

いても、国民生活の安定及び国民経済の円滑な運営に著しい支障を生じないよう、

供給の確保が図られなければならない。�

�

２.	 多面的機能の発揮	
国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良好な景観の形成、文化の伝承等

農村で農業生産活動が行われることにより生ずる食料その他の農産物の供給の機能

以外の多面にわたる機能（以下「多面的機能」という。）については、国民生活及び国民

経済の安定に果たす役割にかんがみ、将来にわたって、適切かつ十分に発揮されなけ

ればならない。�

�

３.	 農業の持続的な発展	
農業については、その有する食料その他の農産物の供給の機能及び多面的機能の

重要性にかんがみ、必要な農地、農業用水その他の農業資源及び農業の担い手が確

保され、地域の特性に応じてこれらが効率的に組み合わされた望ましい農業構造が確

立されるとともに、農業の自然循環機能（農業生産活動が自然界における生物を介在

する物質の循環に依存し、かつ、これを促進する機能をいう。以下同じ。)が維持増進さ

れることにより、その持続的な発展が図られなければならない。 

�

４.	 農村の振興	
農村については、農業者を含めた地域住民の生活の場で農業が営まれていること

により、農業の持続的な発展の基盤たる役割を果たしていることにかんがみ、農業の有

する食料その他の農産物の供給の機能及び多面的機能が適切かつ十分に発揮される

よう、農業の生産条件の整備及び生活環境の整備その他の福祉の向上により、その振

興が図られなければならない。�

 

農林水産省ＨＰより 
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（別添資料3-3）

「農林業の営みを通じて形成される農山村地域の環境」について学ぶ科目の概要

授業科目の名称 講義等の内容

農
林
業
基
礎

農学概論
（概要）
持続的な社会の構築に向けて、農学には新たな展開が必要となっている。本科
目では、日本の農林業の現状を把握し、環境問題、エネルギー問題、担い手問
題、食生活の多様化に対応した作物供給、農産物輸出、経営の大規模化、農地
集積、遺伝子組換え技術など複雑にからみあう現実の課題を解決し、また、農
林業が持つ環境保全や景観形成など生産以外の機能をどのように発揮させ、持
続的な社会を構築するのかを考察する。

（オムニバス方式/全15回）
（  4　 吉村親/1回）農業の担い手の現状と課題
（  7　 中野敬之/１回）工芸作物栽培の現状と課題
（ 16 　稲葉善太郎/１回）花と緑を活用した緑化と景観形成
（ 17 　杉山泰之/１回）果樹園芸の現状と課題
（ 23 　松尾和之/１回）持続可能な社会と農学、人口推計と食料需給
（ 24 　佐藤展之/１回）肥料と環境問題
（ 24 　外側正之/２回）有害生物の防除と管理
（ 28 　杉山恵太郎/１回）野菜園芸の現状と課題
（ 25 　祐森誠司/１回）畜産の現状と課題
（ 27   逢坂興宏/１回）森林・林業の環境保全機能と景観形成機能
（ 31 　平岡裕一郎/２回）日本林業の現状と課題
（ 40 　丹羽康夫/２回）遺伝子組換え技術の現状と課題

肥料・植物栄養学 植物の生産現場では、常に植物が安定して成長することが望まれる。このため
には肥料の種類、効果の知識だけでなく、栄養状態が不良となっている植物の
栄養状態を改善し、生産を向上させるための知識が必要となる。本科目では、
高等植物を対象とし、高等植物の特性及び植物生産の代謝との関連、植物が成
長するために必要な養分の機能、その養分の吸収・移動の機構、植物の栄養特
性、肥料の種類と特性について学ぶ。また、近年、肥料と環境の問題が取り上
げられることが多いため、環境負荷の少ない施肥方法について考える。

植物保護 植物の生産現場では、その生産に悪影響を与える様々な生物的・無生物的環境
要因があるが、自然保護、自然復元などの環境科学的視点に立った植物の栽培
管理や栽培環境の保健衛生の改善から、単純な薬剤防除とは異なる新しい植物
保護のあり方を考える必要がある。本科目では、農作物の生産に悪影響を与え
る病原体、昆虫、ダニ類、センチュウ類、雑草などの種類と分類・診断の知
識、生活史などの生態、それらの防除技術、農薬の種類・特性および農薬残留
と登録の仕組み、植物検疫、発生予察、さらには有機栽培、ＩＰＭなど環境に
配慮した植物保護技術について総合的かつ体系的に学ぶ。

土壌学 土壌は農林業に利用されるだけでなく、地球環境保全にも欠かせないものであ
る。本科目では、土壌の概念や、土壌の三層構造や化学的組成などの土壌の構
成、土壌鉱物、陽イオンと陰イオンの交換と固定、土壌生物、土壌有機物、土
壌の酸化・還元に加え、水田や畑、施設、草地、樹園地などの土壌の現状や環
境問題など農林業生産に必要な土壌の基礎知識について学ぶ。また、土壌診断
に基づいた土壌改良対策・適切な施肥設計の方法を理解し、環境に配慮した土
づくりについて考える。

施設園芸 施設園芸は、園芸作物の周年安定生産・供給を可能とする集約的な栽培をする
農業形態であり、日射量に恵まれている温暖な静岡県では、豊富な日射量を利
用した野菜や花きを中心とした施設園芸が盛んである。本科目では、施設栽培
を行う上で必要な知識として、施設の構造、施設内における光・温湿度・ガ
ス・水分環境の特徴や、基礎的な環境調節技術、栽培管理技術について学ぶと
ともに、環境負荷の少ない施設園芸のあり方についても考える。

環境保全型農業論 （概要）
農業生産力は、品種改良・化学肥料・農薬の三大技術革新で、急激に増大する
地球人口を支えてきた。しかし、利益追求や不適切な資材適用による農業生産
活動が、環境汚染負荷となって生活環境の破壊ばかりか、農業の再生産にも悪
影響を及ぼす事態に及びつつある。さらにグローバル化に伴う食品安全性の担
保は、その生産過程にも求められる時代にもなっている。そこで、本科目で
は、農業のもつ多面的機能を学び、海外の環境保全産業としての農業等を範と
する環境保全型農業の様々な技術を学び、今後の農業のあり方について考え
る。

（オムニバス方式/15回）
（18　片山信也/５回）畜産堆肥を使った土づくりと化学肥料低減技術
（27　小澤朗人/10回）環境保全型農業とは、環境保全型農業の取り組み事
例、化学農薬低減技術

科目
区分

生
産
理
論
（

栽
培
）

職
業
専
門
科
目

1



（別添資料3-3）

授業科目の名称 講義等の内容
科目
区分

森林計画学 （概要）
森林は、多面的機能の発揮を通じて、国民が安全で安心して暮らせる社会の実
現や、木材等の林産物の供給源として地域の経済活動と深く結びつくなど、さ
まざまな働きを通じて私たちの暮らしを支える大切な存在であり、森林を保全
し、長期的視点にたった計画的かつ適切な森林の取扱いを推進することが必要
である。本科目では、これらの森林計画策定に必要な森林の現況調査、森林管
理における森林GISの基本的仕組、現場への応用法、リモートセンシング技術
を用いた森林計測等について学ぶ。また、森林政策の歴史、森林政策の骨格を
なす森林関連法、保安林制度、森林計画制度、森林情報等の基本的事項を学
ぶ。さらに、持続可能な森林管理に向けた森林認証制度等を学ぶとともに、今
後の地球環境問題等の政策課題についても考察する。

（オムニバス方式/全15回）
（19　近藤晃/５回）森林政策の歴史と制度
（31　逢坂興宏/５回）森林調査の方法論
（38　平岡裕一郎/５回）リモートセンシング技術をもちいた森林計測

造林学 木材供給、水土保全、保健休養、CO2吸収等の森林が私たちにもたらす恩恵で
ある多くの生態系サービスを将来にわたって享受するためには、森林を健全に
保全すると共に、その持続的な循環利用（伐採、植栽、育成・保全）を図る必
要がある。本科目では、造林学の基礎となる森林づくりの原理･原則、並びに
森林づくりのために行われる各種作業(地拵、植栽、下刈、除伐、間伐等)の目
的や方法を学ぶ。また、広葉樹林、針広混交林、複層林等、多様な森林づくり
の目的とそれに対応した施業技術について学ぶ。さらに森林景観を科学する森
林風致学を概説する。

森林生態学 近年、森林生態系機能の持続性が求められるようになり、森林資源利用の生物
多様性への影響等に対する配慮が求められている。このため、森林景観が環境
とどのような関係をもって成立しているかを学ぶとともに、生態系を構成する
要素、生命を支える一次生産の仕組、有機物の分解など森林の物質循環を維持
する仕組を学ぶ。また、近年問題となっている鳥獣被害、松くい虫対被害につ
いて、現状と対策など森林保護に関する知識を学ぶ。

森林土木論(治山・林道) 森林土木論は治山・砂防分野と林業土木分野からなる。治山・砂防分野では、森林山
地斜面で発生する土砂移動現象（表面侵食、斜面崩壊、地すべり、土石流等）の発生
メカニズムとその対策、および森林植生の有する表面侵食防止、表層崩壊防止の機
能とその限界、荒廃地の復元技術および森林・植生がもつ環境保全機能と景観形成
機能についての知識と最新の技術を学ぶ。林業土木分野では、木材生産システムの
集材工程に大きくかかわる林内路網整備に関する知識(林道、森林作業道開設の目
的、役割、構造等)、設計手順、現地踏査についての知識と最新の技術を学ぶ。

森林マネジメント 森林は、国土の保全、水源の涵養、生物多様性の保全、地球温暖化防止等の多
面的機能の発揮を通じて、国民が安全で安心して暮らせる社会の実現や、木材
等の林産物の供給源として地域の経済活動と深く結びつくなど、さまざまな働
きを通じて生活を支えている。このため、長期的な視点に立った計画的かつ適
切な森林の取扱いを推進することが必要である。また、森林認証制度は、公共
建築や商業施設での認証材の活用が推進されているため、森林認証の取得はビ
ジネス・チャンスにつながる可能性がある。長期的な視点に立って作成される
森林計画制度や森林保護の視点を備えた持続的林業経営を考える。森林認証の
制度や取得方法について学び、森林認証を使用したビジネス展開について考え
る。

生
産
理
論
（

林
業
）

職
業
専
門
科
目
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（別添資料3-3）

授業科目の名称 講義等の内容
科目
区分

畜産概論 畜産学とは、人がその生産物を利用するために繁殖させる動物である家畜を人
間の経済活動に活用するための技術を学ぶ学問分野である。グローバル化が進
む中、畜産業は、生産効率以外に環境・生命倫理等の重要課題との調和も強く
求められている。本科目は、畜産学の導入科目であり、畜産と畜産学、家畜化
と品種、畜産物の生産と利用、家畜の育種・繁殖、草地利用と保全、畜産物の
機能と安全性、畜産環境と排泄物資源等の畜産技術の全般的な基礎的知識を学
ぶ。

畜産環境・堆肥利用論 本邦畜産業が、海外畜産業との競合に打ち勝つためには、生産物の品質向上と
同時に生産効率向上につながる規模拡大が必須である。しかし、家畜排せつ物
に起因する、悪臭、水質汚濁、衛生害虫等が、畜産業の規模拡大に対する大き
な阻害要因となっている。さらに、昨今の環境保全意識の高まりから環境に配
慮した家畜ふん尿処理技術も求められている。その一方で、安定的に産出され
る家畜ふん尿はバイオマス資源として注目され、バイオエネルギーの主原料と
して活用され始めている。そこで、家畜ふん尿のマイナス面を減らす技術、プ
ラス面を活用する技術の基礎を学び、理解を深める。

農山村田園地域公共学 農業は地域と密着した産業であり、持続可能な産業とするためには地域社会と
の共同活動が不可欠である。また、農業には、生産以外の様々な多面的な機能
がある。本科目では、農山村の歴史や文化、農業・農村の多面的機能とその保
全、地域資源の活用の取り組みについて学び、農山村や田園空間に存在する固
有の歴史、伝統、文化等について理解を深め、これからの農業・農村のあり方
に考える能力を育成することを目標とする。

展
開
科
目

生
産
理
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（

畜
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目
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生物生産科学科　履修モデル

履修モデル：施設野菜現場

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

英語応用 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2

必修 農林業のための科学 1 県外農林業事情 1 海外農林業事情 1

7

植物生理生態学 2 選必 肥料・植物栄養学 2 選必 先端栽培技術 2 選必 環境保全型農業論 2

選必 植物保護 2 施設園芸 2

野菜栽培 2 14

必修 総合実習 2 選必 圃場実習Ⅰ（野菜） 4 選必 圃場実習Ⅱ（野菜） 6 必修 大型機械実習 2 必修 企業実習 10

必修 ＧＡＰ演習 1

25

伝統・文化 必修 農山村田園地域公共学 2

食品化学・衛生学 2 選必 農業経営 2 必修 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習 2

食品加工演習 2 10

必修 プロジェクト研究 2

2

11 11 12 8 8 6 10 2 68

履修モデル：露地野菜現場

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

英語応用 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2 野生鳥獣管理・利用論 2

必修 農林業のための科学 1

7

植物生理生態学 2 選必 肥料・植物栄養学 2 選必 先端栽培技術 2 選必 環境保全型農業論 2

選必 植物保護 2 野菜栽培 2

土壌学 2 14

必修 総合実習 2 選必 圃場実習Ⅰ（野菜） 4 選必 圃場実習Ⅱ（野菜） 6 必修 大型機械実習 2 必修 企業実習 10

必修 ＧＡＰ演習 1

25

伝統・文化 必修 農山村田園地域公共学 2 農と食の健康論 2

選必 農業経営 2 必修 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習 2

ｱｸﾞﾘﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ論 2 10

必修 プロジェクト研究 2

2

11 10 10 10 10 5 10 2 68

2年夏期

総合
科目

クォーター
別単位数

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

生産理論

生産技術

展
開
科
目

加工・流通・
販売・経営

2年冬期

2年秋期

基
礎
科
目

共通

科目区分 1年春期 1年秋期 2年春期1年夏期 1年冬期

加工・流通・
販売・経営

2年冬期

科目区分 1年春期 1年夏期 1年秋期 1年冬期 2年春期 2年夏期 2年秋期

別添資料４(新)

総合
科目

クォーター
別単位数

共通

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

生産理論

生産技術

基
礎
科
目

展
開
科
目

－１－



履修モデル：花き現場

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

英語応用 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2 営農と農業関連法 2

必修 農林業のための科学 1

7

植物生理生態学 2 選必 肥料・植物栄養学 2 選必 先端栽培技術 2 環境保全型農業論 2

選必 植物保護 2 施設園芸 2

花き栽培 2 14

必修 総合実習 2 圃場実習Ⅰ（花き） 4 選必 圃場実習Ⅱ（花き） 6 必修 企業実習 10

必修 大型機械実習 2

必修 ＧＡＰ演習 1 25

伝統・文化 必修 農山村田園地域公共学 2 農と食の健康論 2

選必 農業経営 2 必修 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習 2

流通加工論 2 10

必修 プロジェクト研究 2

2

11 10 10 10 13 2 10 2 68

履修モデル：茶現場

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

英語応用 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2

必修 農林業のための科学 1 県外農林業事情 1 海外農林業事情 1

7

植物生理生態学 2 選必 肥料・植物栄養学 2 選必 先端栽培技術 2 選必 環境保全型農業論 2

選必 植物保護 2 茶栽培 2

土壌学 2 14

必修 総合実習 2 圃場実習Ⅰ（野菜） 4 選必 圃場実習Ⅱ（茶） 6 必修 企業実習 10 ＧＡＰ演習 1

必修 大型機械実習 2

25

伝統・文化 必修 農山村田園地域公共学 2

食品化学・衛生学 2 選必 農業経営 2 必修 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習 2

流通加工論 2 10

必修 プロジェクト研究 2

2

11 11 12 8 10 11 3 2 68

総合
科目

クォーター
別単位数

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

生産理論

生産技術

展
開
科
目

加工・流通・
販売・経営

2年秋期

基
礎
科
目

共通

科目区分 1年春期 1年秋期 2年春期1年夏期 1年冬期 2年夏期 2年冬期

科目区分 1年春期 1年夏期 1年秋期 1年冬期 2年春期 2年夏期 2年秋期 2年冬期

総合
科目

クォーター
別単位数

共通

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

生産理論

生産技術

基
礎
科
目

展
開
科
目

加工・流通・
販売・経営

－２－



履修モデル：果樹現場

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

英語基礎 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2

必修 農林業のための科学 1

農林業史 2 7

植物生理生態学 2 選必 肥料・植物栄養学 2 選必 先端栽培技術 2 選必 環境保全型農業論 2

選必 植物保護 2 施設園芸 2

果樹栽培 2 14

必修 総合実習 2 選必 圃場実習Ⅰ（野菜） 4 選必 圃場実習Ⅱ（野菜） 6 必修 企業実習 10

必修 大型機械実習 2

必修 ＧＡＰ演習 1 25

伝統・文化 必修 農山村田園地域公共学 2

食品化学・衛生学 2 選必 農業経営 2 必修 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習 2

食品加工演習 2 10

必修 プロジェクト研究 2

2

14 9 12 8 2 11 10 2 68

履修モデル：林業現場

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

英語応用 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2

必修 農林業のための科学 1

農林業政策 2 7

樹木・組織学 2 選必 森林計画学 2 選必 森林土木論（治山・林道） 2 選必 木材生産システム 2 選必 森林マネジメント 2

選必 造林学 2

森林生態学 2 14

必修 総合実習 2 選必 演習林実習Ⅰ 4 選必 演習林実習Ⅱ 6 必修 企業実習 10

必修 大型機械実習 2

必修 ＧＡＰ演習 1 25

伝統・文化 必修 農山村田園地域公共学 2

選必 林業経営 2 必修 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習 2

選必 木材加工演習 2 選必 木材利用・流通論 2 10

必修 プロジェクト研究 2

2

13 10 10 6 13 4 10 2 68

総合
科目

クォーター
別単位数

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

生産理論

生産技術

展
開
科
目

加工・流通・
販売・経営

2年秋期

基
礎
科
目

共通

科目区分 1年春期 1年秋期 2年春期1年夏期 1年冬期 2年夏期 2年冬期

科目区分 1年春期 1年夏期 1年秋期 1年冬期 2年春期 2年夏期 2年秋期 2年冬期

総合
科目

クォーター
別単位数

共通

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

生産理論

生産技術

基
礎
科
目

展
開
科
目

加工・流通・
販売・経営

-３-



履修モデル：牧場等

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

英語基礎 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2

必修 農林業のための科学 1

農林業政策 2 7

畜産概論 2 選必 飼料総論 2 選必 家畜育種繁殖 2 選必 畜産環境・堆肥利用論 2

選必 家畜飼養 2 選必 家畜衛生 2

選必 家畜生理解剖 2 14

必修 総合実習 2 圃場実習Ⅰ（畜産） 4 圃場実習Ⅱ（大家畜） 6 企業実習 10

大型機械実習 2

ＧＡＰ演習 1 25

伝統・文化 必修 農山村田園地域公共学 2

食品化学・衛生学 2 選必 畜産経営 2 必修 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習 2

食品加工演習 2 10

必修 プロジェクト研究 2

2

14 9 14 6 11 10 2 2 68

履修モデル：飼育場

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

英語基礎 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2 野生鳥獣管理・利用論 2

必修 農林業のための科学 1

7

畜産概論 2 選必 飼料総論 2 選必 家畜育種繁殖 2 選必 畜産環境・堆肥利用論 2

選必 家畜飼養 2 選必 家畜衛生 2

選必 家畜生理解剖 2 14

必修 総合実習 2 圃場実習Ⅰ（畜産） 4 圃場実習Ⅱ（大家畜） 6 企業実習 10

大型機械実習 2

ＧＡＰ演習 1 25

伝統・文化 必修 農山村田園地域公共学 2

食品化学・衛生学 2 選必 畜産経営 2 必修 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習 2

食品加工演習 2 10

必修 プロジェクト研究 2

2

12 9 14 8 11 2 10 2 68

総合
科目

クォーター
別単位数

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

生産理論

生産技術

展
開
科
目

加工・流通・
販売・経営

2年秋期

基
礎
科
目

共通

科目区分 1年春期 1年秋期 2年春期1年夏期 1年冬期 2年夏期 2年冬期

科目区分 1年春期 1年夏期 1年秋期 1年冬期 2年春期 2年夏期 2年秋期 2年冬期

総合
科目

クォーター
別単位数

共通

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

生産理論

生産技術

基
礎
科
目

展
開
科
目

加工・流通・
販売・経営

－４－



短期大学部生物生産科学科　園芸コース履修モデル

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

必修 英語基礎 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2 農業経営 2

必修 農林業のための科学 1

7

選必 植物保護 2 環境保全型農業論 2

選必 植物遺伝育種学概論 2

6

必修 総合実習 2 圃場実習Ⅰ（野菜） 4 必修 企業実習 10 圃場実習Ⅱ（野菜） 7

生産基礎Ⅰ（野菜） 1 生産基礎Ⅱ（野菜） 1

25

食品化学 2 食品加工演習 2 必修 マーケティング演習 2 流通加工論 2

必修 販売演習 2

10

必修 プロジェクト実習 4

4

12 5 11 4 14 12 0 4 62

短期大学部生物生産科学科　茶コース履修モデル

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

必修 英語基礎 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2 農業経営 2

必修 農林業のための科学 1

7

選必 植物保護 2 環境保全型農業論 2

選必 植物遺伝育種学概論 2

6

必修 総合実習 2 圃場実習Ⅰ（茶） 4 必修 企業実習 10 圃場実習Ⅱ（茶） 7

生産基礎Ⅰ（茶） 1 生産基礎Ⅱ（茶） 1

25

食品化学 2 食品加工演習 2 必修 マーケティング演習 2 流通加工論 2

必修 販売演習 2

10

必修 プロジェクト実習 4

4

12 5 11 4 14 12 0 4 62

別添資料４（旧）

展開科目

総合
科目

クォーター
別単位数

共通

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

生産理論

実習
・演習

基
礎
科
目

2年冬期

科目区分 1年春期 1年夏期 1年秋期 1年冬期 2年春期 2年夏期 2年秋期 2年冬期

2年秋期

基
礎
科
目

共通

科目区分 1年春期 1年秋期 2年春期1年夏期 1年冬期 2年夏期

総合
科目

クォーター
別単位数

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

展開科目

生産理論

実習
・演習

-１-



短期大学部生産科学科　果樹コース履修モデル

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

必修 英語基礎 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2 農業経営 2

必修 農林業のための科学 1

7

選必 植物保護 2 環境保全型農業論 2

選必 植物遺伝育種学概論 2

6

必修 総合実習 2 圃場実習Ⅰ（果樹） 4 圃場実習Ⅱ（果樹） 7 必修 企業実習 10

生産基礎Ⅰ（果樹） 1 生産基礎Ⅱ（果樹） 1

25

食品化学 2 食品加工演習 2 必修 マーケティング演習 2 流通加工論 2

必修 販売演習 2

10

必修 プロジェクト実習 4

4

12 5 11 4 4 12 10 4 62

短期大学部生産科学科　林業コース履修モデル

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

必修 英語基礎 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2 林業経営 2

必修 農林業のための科学 1

7

選必 樹木・組織学 2 選必 木材生産システム論 2 環境保全型農業論 2

6

必修 総合実習 2 演習林実習Ⅰ 4 演習林実習Ⅱ 7 必修 企業実習 10

生産基礎Ⅰ（林業） 1 生産基礎Ⅱ（林業） 1

25

木材利用論 2 木材加工演習 2 必修 マーケティング演習 2 木材流通論 2

必修 販売演習 2

10

必修 プロジェクト実習 4

4

12 5 9 4 6 12 10 4 62

展開科目

総合
科目

クォーター
別単位数

共通

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

生産理論

実習
・演習

基
礎
科
目

2年冬期

科目区分 1年春期 1年夏期 1年秋期 1年冬期 2年春期 2年夏期 2年秋期 2年冬期

2年秋期

基
礎
科
目

共通

科目区分 1年春期 1年秋期 2年春期1年夏期 1年冬期 2年夏期

総合
科目

クォーター
別単位数

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

展開科目

生産理論

実習
・演習

-２-



短期大学部生産科学科　畜産コース履修モデル

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

科目
区分
別単
位数

必修 静岡学 2 必修 コミュニケーション論 1

必修 情報処理演習 2 必修 分子生物学 2

必修 保健体育 2

必修 英語基礎 1

10

必修 農学概論 2 必修 県内農林業事情 2 畜産経営 2

必修 農林業のための科学 1

7

家畜生理解剖 2 選必 家畜衛生 2 選必 人工授精論 2

6

必修 総合実習 2 圃場実習Ⅰ（畜産） 4
圃場実習Ⅱ
(大家畜・中小家畜)

7 必修 企業実習 10

生産基礎Ⅰ（畜産） 1
生産基礎Ⅱ
(大家畜・中小家畜)

1

25

食品化学 2 食品加工演習 2 必修 マーケティング演習 2 流通加工論 2

必修 販売演習 2

10

必修 プロジェクト実習 4

4

12 7 9 4 6 12 10 2 62

2年冬期2年秋期

基
礎
科
目

共通

科目区分 1年春期 1年秋期 2年春期1年夏期 1年冬期 2年夏期

総合
科目

クォーター
別単位数

職
業
専
門
科
目

農林業
基礎

展開科目

生産理論

実習
・演習

-３-



春期 夏期 秋期 冬期 春期 夏期 秋期 冬期
●農学概論

●農林業のための科学

農林業史 県内農林業事情 営農と農業関連法 野生鳥獣管理・利用論 海外農林業事情

農林業政策 県外農林業事情

○植物生理生態学

○樹木・組織学

○畜産概論

●企業実習 ●企業実習（※再掲） ●企業実習（※再掲）

●大型機械実習 ●大型機械実習（※再掲） ●大型機械実習（※再掲）

●GAP演習 ●GAP演習（※再掲） ●GAP演習（※再掲）

●農山村田園地域公共学 ●ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習 ●ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習（※再掲） ●ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・販売演習（※再掲）

◎肥料・植物栄養学 ◎先端栽培技術 ◎環境保全型農業論

◎植物保護

作物栽培 施設園芸

土壌学

植物遺伝育種学概論

※いずれか２単位

野菜栽培

花き栽培

茶栽培

果樹栽培

◎圃場実習Ⅱ（茶）

食品科学 農と食の健康論

食品加工演習 食品加工演習※再掲

アグリフードシステム論 流通加工論

◎農業経営

◎森林計画学 ◎森林土木論(治山・林道) ◎森林マネジメント

◎造林学

◎森林生態学

◎木材加工演習 ◎木材利用・流通論

◎林業経営

◎飼料総論 ◎家畜育種繁殖 人工授精論 ◎畜産環境・堆肥利用論

◎家畜飼養 ◎家畜衛生学

◎家畜生理解剖 畜産法規

※いずれか６単位

圃場実習Ⅱ（大家畜）

圃場実習Ⅱ（中小家畜）

食品科学※再掲 農と食の健康論※再掲

食品加工演習※再掲 食品加工演習※再掲

アグリフードシステム論※再掲 流通加工論※再掲 畜産経営演習（大家畜）

◎畜産経営 畜産経営演習（中小家畜）

●総合実習

農林業基礎

生産理論共
通

展開科目

生産技術

職
業
専
門
科
目

総合科目

各コースにおける履修方法　（●：必修、○：選択必修、◎：コース必修）

区分
１年 ２年

●プロジェクト研究

生産技術

◎圃場実習Ⅰ（野菜）

職
業
専
門
科
目

◎演習林実習Ⅰ

◎圃場実習Ⅱ（花き）

展開科目

◎圃場実習Ⅱ（野菜）

◎圃場実習Ⅰ（花き）

栽
培
コ
ー

ス

生産理論

◎圃場実習Ⅱ（野菜）

職
業
専
門
科
目

◎圃場実習Ⅱ（果樹）

職
業
専
門
科
目

◎演習林実習Ⅱ

◎圃場実習Ⅰ（茶）

◎圃場実習Ⅰ（果樹）

◎木材生産システム

※圃場実習Ⅱと同じ畜
種を選択

林
業
コ
ー

ス

生産理論

生産技術

◎圃場実習Ⅰ（畜産）

展開科目

畜
産
コ
ー

ス

生産理論

生産技術

展開科目

別添資料６



科目の見直し状況 （●：必修、○：選択必修、◎：コース必修、無印：選択、自由：自由科目）

項目 変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後
科目数 ９科目 ９科目 80科目 55科目 10科目 14科目 1科目 1科目 100科目 79科目

合計単位数 13単位 13単位 196単位 154単位 19単位 28単位 4単位 2単位 232単位 197単位

必修単位数 10単位 ９単位 17単位 18単位 4単位 4単位 4単位 2単位 35単位 33単位

選択単位数 3単位 ２単位 179単位 136単位 15単位 24単位 0単位 0単位 197単位 162単位

（うち選択必修） 0単位 0単位 12単位 6単位 0単位 0単位 0単位 0単位 0単位 0単位

（うちコース必修） - - 98単位 - 10単位 - - 108単位

自由単位数 - 2単位 - - - - - - - ２単位

科目統合 食品化学

施設園芸Ⅱ 食品衛生学

精密農業論 マーケティング演習

○木材生産システム論 販売演習

森林施業プラン演習 木材利用論

森林マネジメント論 木材流通論

森林認証演習 （職業専門）畜産経営演習Ⅰ（大家畜）

（職業専門）畜産経営演習Ⅱ（大家畜）

圃場実習Ⅰ（野菜） （職業専門）畜産経営演習Ⅰ（中小家畜）

生産基礎Ⅰ（野菜） （職業専門）畜産経営演習Ⅱ（中小家畜）

圃場実習Ⅰ（花き）

生産基礎Ⅰ（花き）

圃場実習Ⅰ（茶）

生産基礎Ⅰ（茶）

圃場実習Ⅰ（果樹）

生産基礎Ⅰ（果樹）

圃場実習Ⅰ（畜産）

生産基礎Ⅰ（畜産）

演習林実習Ⅰ

生産基礎Ⅰ（林業）

圃場実習Ⅱ（野菜）

生産基礎Ⅱ（野菜）

圃場実習Ⅱ（花き）

生産基礎Ⅱ（花き）

圃場実習Ⅱ（茶）

生産基礎Ⅱ（茶）

圃場実習Ⅱ（果樹）

生産基礎Ⅱ（果樹）

圃場実習Ⅱ（大家畜）

生産基礎Ⅱ（大家畜）

圃場実習Ⅱ（中小家畜）

生産基礎Ⅱ（中小家畜）

演習林実習Ⅱ

生産基礎Ⅱ（林業）

単位数変更
●プロジェクト研究
４

●プロジェクト研究
２

（職業専門） 農と食の健康論

簿記基礎 （自由）簿記基礎 農林業史 農林業史 食品加工演習 食品加工演習

簿記応用 （自由）簿記応用 農林業政策 農林業政策 アグリフードシステム論 アグリフードシステム論

県外農林業事情 県内農林業事情 流通加工論 流通加工論

海外農林業事情 県外農林業事情 木材加工演習 ◎木材加工演習

農山村田園地域公共学 海外農林業事情 （職業専門） ◎農業経営

農と食の健康論 （展開） （職業専門） ◎畜産経営

野生鳥獣管理・利用論 野生鳥獣管理・利用論 （職業専門） ◎林業経営

農業経営 （展開）

畜産経営 （展開）

林業経営 （展開）

英語基礎 英語基礎 営農と農業関連法 営農と農業関連法

英語応用 英語応用

植物生理生態学 ○植物生理生態学

肥料・植物栄養学 ◎肥料・植物栄養学

○植物保護 ◎植物保護

土壌学 土壌学

○植物遺伝育種学概論 植物遺伝育種学概論

作物栽培 作物栽培

茶栽培 茶栽培

野菜栽培 野菜栽培

果樹栽培 果樹栽培

花き栽培 花き栽培

施設園芸Ⅰ 施設園芸

環境保全型農業論 ◎環境保全型農業論

森林計画学 ◎森林計画学

造林学 ◎造林学

森林生態学 ◎森林生態学

○樹木・組織学 ◎樹木・組織学

森林土木論(治山・林道) ◎森林土木論(治山・林道)

畜産概論 ◎畜産概論

飼料総論 ◎飼料総論 

家畜生理解剖 ◎家畜生理解剖

家畜飼養 ◎家畜飼養

家畜育種繁殖 ◎家畜育種繁殖

畜産法規 畜産法規

○家畜衛生学 ◎家畜衛生学 

畜産環境・堆肥利用論 ◎畜産環境・堆肥利用論

○人工授精論 人工授精論

大型機械実習 ●大型機械実習

ＧＡＰ演習 ●ＧＡＰ演習

生産技術

選択科目の
状況と履修
要件の見直

し状況

一般教養

コミュニケーションスキル

生産理論

◎森林マネジメント

◎圃場実習Ⅱ（中小家畜）

農林業基礎

◎演習林実習Ⅱ

◎圃場実習Ⅱ（大家畜）

◎圃場実習Ⅰ（野菜）

◎圃場実習Ⅰ（花き）

◎圃場実習Ⅱ（花き）

◎圃場実習Ⅱ（茶）

◎圃場実習Ⅱ（果樹）

基礎科目 職業専門科目 展開科目 総合科目

◎先端栽培技術

生産理論

畜産経営演習（大家畜）

◎圃場実習Ⅱ（野菜）

畜産経営演習Ⅱ（中小家畜）

◎木材生産システム

◎圃場実習Ⅰ（茶）

◎圃場実習Ⅰ（果樹）

◎圃場実習Ⅰ（畜産）

◎演習林実習Ⅰ

（単位数変更）
・科目の目的から必要な内容へ
の見直し

（選択科目の状況と履修要件の
見直し状況）
・コース制による履修要件の明
確化
・基礎力を養成する科目の自由
科目化

単位数・科目の見直し

総合科目

備考
（科目統合）
・基礎と中級科目の統合
・講義科目と演習科目の統合

生産技術

食品科学

●マーケティング・販売演習

◎木材利用・流通論

栽培コースは
ここから2単位

ここから1単位

畜産コースはここ
から2単位
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先端技術について学ぶ科目

授業科目の名称 講義等の内容

生
産
理
論
（

栽
培
）

先端栽培技術 精密農業は、圃場内の土壌特性、作物の生育や収量のばらつきを、作物・土壌
センサー、トラクタ・収量コンバイン、無人航空システム（ドローンに代表さ
れるUAS）、衛星などの手段で位置情報つきの情報として収集し、その関係性
についての科学的解析に基づいて、生産性・収量性の改善と環境負荷軽減を同
時に目指す手法であり、経営規模や作目、生産環境条件の異なる様々な農家
ユーザーに対して有効な農場管理システムを提供することが可能となる。ま
た、施設園芸では、半閉鎖空間施設において園芸植物を生育させる技術が応用
展開され、情報通信技術を使った栽培支援システムや、植物工場などの閉鎖型
植物生産システムの普及が進みつつある。本科目では、精密農業を可能にする
技術とその導入事例及び、複合環境システムや植物工場の仕組みと実際を学
ぶ。

森林計画学 森林は、多面的機能の発揮を通じて、国民が安全で安心して暮らせる社会の実
現や、木材等の林産物の供給源として地域の経済活動と深く結びつくなど、さ
まざまな働きを通じて私たちの暮らしを支える大切な存在であり、森林を保全
し、長期的視点にたった計画的かつ適切な森林の取扱いを推進することが必要
である。本科目では、これらの森林計画策定に必要な森林の現況調査、森林管
理における森林GISの基本的仕組、現場への応用法、リモートセンシング技術
を用いた森林計測等について学ぶ。また、森林政策の歴史、森林政策の骨格を
なす森林関連法、保安林制度、森林計画制度、森林情報等の基本的事項を学
ぶ。さらに、持続可能な森林管理に向けた森林認証制度等を学ぶとともに、今
後の地球環境問題等の政策課題についても考察する。

木材生産システム 森林施業プランナーの役割は、森林所有者に代わり森林経営計画を作成するこ
とである。本科目では、森林施業プランナーに必要な木材生産(伐採・搬出)に
関する理論、丸太の造材や材積計測、価格形成の背景・要因、木材生産活動に
おける自然環境に配慮した作業システム構築(車両系、架線系)、林業機械の構
造・性能・整備・取扱方法、原価計算などの知識を学ぶ。その上で、演習を通
じて森林調査や森林施業プランを作成するスキル、森林所有や現場技術者など
様々な関係者とのコミュニケーション能力・調整能力を学ぶ。なお、林業は労
働災害の発生率が他産業と比較して高いことを踏まえ、林業・林産業の労働災
害の現状やその対策、基本的な救急法講習も学ぶ。

生
産
理
論
（

畜
産
）

家畜飼養 最新技術を駆使した改良・育種技術により家畜の能力は飛躍的に向上したが、
同時に、飼育技術の難度も高くなっており、能力を十分に発揮させるには高度
な飼育技術が必要となっている。グローバル化に伴う食品安全等に対する消費
者意識の高まりから、家畜生理に合致した飼育管理、動物福祉に配慮した飼育
管理と同時に収益性も要求される時代になっている。農業分野で最も機械化さ
れた畜産分野だが、ICT、IoT、AI技術が急速に導入され、飼料生産、家畜飼養
管理、ふん尿処理、生産管理技術等も急速に進化している。一方、生物実験
データの提供で人に役立つ実験動物、人に安らぎを与える伴侶動物も広義の家
畜として扱う産業分野も拡大しており、従来よりも高度化・広域化した家畜飼
育管理技術の基礎を学び、理解を深める。

総合実習 （概要）
水稲、茶、野菜、果樹、花き、畜産、林業の生産に関わる知識や技術を学ぶた
め、実習や生産現場の見学を通じ、農業現場に則した農業の実学の基本を学
ぶ。また、畜産関連施設や、ＩＣＴやＩｏＴを活用したスマート農業の視察を
通じ、農林業の先端技術の現状について学ぶ。これらの実習や視察を通じて、
農林業を総合的に理解する能力と態度を養う。

圃場実習Ⅰ（野菜） 野菜には非常に多くの種類があり、それぞれの野菜は植物形態、成長の仕方、
気象条件や土壌条件への反応の仕方に特徴を持っている。本科目では、ブロッ
コリー、レタスなどの秋冬野菜の特徴と基本的な栽培技術、また、静岡県の特
産物であるイチゴ、トマト、温室メロンの特徴と基本的な栽培技術について学
ぶ。さらに、生育調査、収穫調査、環境調査、病害虫診断、土壌診断の方法
や、環境に配慮した栽培、環境制御技術を用いた栽培について学ぶ。

圃場実習Ⅰ（花き） 花は非常に多くの種類があり、それぞれの花きは植物の形態、成長の仕方、気
象条件や土壌条件への反応の仕方に特徴を持っている。本科目では、バラ、
カーネーション、トルコギキョウ、ガーベラなどの切花や、洋ラン類、観葉植
物、鉢花、花壇苗などの鉢物の特徴と基本的な栽培技術について学ぶ。また、
生育調査、収穫調査、環境調査、病害虫診断、土壌診断の方法や、環境に配慮
した栽培、最新の切花の品質保持技術について学ぶ。

科目
区分

生
産
技
術

職
業
専
門
科
目

生
産
理
論
（

林
業
）
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授業科目の名称 講義等の内容
科目
区分

圃場実習Ⅰ（茶） チャの生育は、生育地の気象条件や土壌条件の影響を大きく受ける。特に、秋
整枝は気象の推移や来年度の作業計画を考慮した上で実施する必要がある。本
科目では、整枝や防除、施肥、茶園整備、気象災害防止などの秋冬期の栽培管
理と、手揉み茶や仕上げ加工、ブレンドなど茶加工に加え、簡易な生長調査、
病害虫診断、収穫物の調査を行う。また、これらの実習を通じて、生育管理、
病害虫管理、肥培管理の基礎を学ぶとともに、環境に配慮した農業について学
ぶ。さらに、茶文化について学ぶため、茶道の実習を行う。

圃場実習Ⅰ（果樹） 果樹では、ある年の木の生長や果実のならせ方は、その年だけでなく、翌年さ
らに翌々年の生育に影響を与えるため、将来を見越した成長の均衡が重要であ
る。本科目では、果樹栽培の全般について理解するため、温州ミカンや中晩柑
といった常緑果樹や、ナシやキウイフルーツといった落葉果樹の秋～冬期の栽
培管理方法について学ぶ。また、生育調査、収穫調査、環境調査、病害虫診
断、土壌診断の方法や、先端技術の利用や環境に配慮した栽培について学ぶ。

圃場実習Ⅰ（畜産） 近年、飼育技術の向上や自動化が進んでいるが、家畜飼養の基本は、家畜のも
つ生理や習性に合わせて飼育方法を工夫し、家畜の優れた能力を発揮させるこ
とである。本科目では、畜産の全般について理解するため、牛や鶏などを用い
た飼育実習や簡易な調査を通じ、飼料、家畜飼養、衛生管理の基礎を学ぶ。ま
た、畜糞を使った堆肥製造や堆肥の利用方法について学ぶ。さらに、食肉処理
施設や畜産物の加工施設、スマート畜産の事例を視察し、畜産をとりまく現状
を学ぶ。

演習林実習Ⅰ 林業者は、森林・林業の専門知識を持ち、それを現場の状況に応じて応用する
ことの出来る技術を身につけることが不可欠である。本科目では、林業の全般
について理解するため、林業現場における労働災害と労働安全、チェーンソー
や刈払い機などの基本操作と整備方法、森林調査の方法、チェーンソーを使用
した伐採などの収穫技術、基本的な造林技術、きのこなどの特用林産物の栽
培、ＧＩＳなどを活用した森林情報の利用について学ぶ。

圃場実習Ⅱ（野菜） 野菜は非常に多くの種類があり、それぞれの野菜は植物形態、成長の仕方、気
象条件や土壌条件への反応の仕方に特徴を持っている。本科目では、スイート
コーン、エダマメなどの春夏野菜の特徴と栽培技術、また、本県の特産物であ
るイチゴ、トマト、温室メロンの実践的な栽培技術と栽培管理方法について学
ぶ。さらに、生育調査、収穫調査、環境調査、病害虫診断、土壌診断の実践
と、環境に配慮した栽培への診断結果の活用方法、環境制御技術を用いた栽培
管理について学ぶ。

圃場実習Ⅱ（花き） 花は非常に多くの種類があり、それぞれの花きは植物の形態、成長の仕方、気
象条件や土壌条件への反応の仕方に特徴を持っている。本科目では、バラや、
カーネーション、トルコギキョウ、ガーベラなどの切花や、洋ラン類や観葉植
物、鉢花、花壇苗などの実践的な栽培技術と栽培管理方法について学ぶ。ま
た、生育調査、収穫調査、環境調査、病害虫診断、土壌診断の実践と、環境に
配慮した栽培への診断結果の活用方法、切花の品質保持技術の実践について学
ぶ。

圃場実習Ⅱ（茶） チャの生育は、生育地の気象条件や土壌条件の影響を大きく受け、特に、初春
の低温（凍霜害）による被害は、チャの収穫に大きな影響を与えている。本科
目では、春期の凍霜害防止技術、茶の収穫技術、茶製造技術及び茶工場管理に
ついて学ぶ。また、生育調査や収穫調査、環境調査、病害虫診断、土壌診断の
方法について学ぶ。また、これらの調査結果や診断結果を活用し、環境に配慮
した栽培を実践する方法やチャの栽培分野における先端技術の導入について学
ぶ。

圃場実習Ⅱ（果樹） 果樹では、ある年の木の生長や果実のならせ方は、その年だけでなく、翌年さ
らに翌々年の生育に影響を与えるため、将来を見越した成長の均衡が重要であ
る。本科目では、普通温州ミカンや早生温州ミカン、中晩柑といった常緑果樹
や、ナシやキウイフルーツ、ブルーベリーといった落葉果樹の春～夏期の栽培
管理方法について学ぶ。また、生育調査、収穫調査、環境調査、病害虫診断、
土壌診断の方法や、環境に配慮した栽培への診断結果の活用方法、先端技術の
導入について学ぶ。

圃場実習Ⅱ（大家畜） 家畜飼養の基本は、家畜の生理や習性に合わせて飼育方法を工夫し、家畜の優
れた能力を発揮させることである。本科目では、給餌や給水運動、衛生管理、
牛糞処理など牛の飼養管理や、牧草や飼料用トウモロコシの播種や収穫、調
整、肥培管理、サイレージ調整作業といった飼料作物の栽培管理に関する実践
的な技術を習得する。また、乳牛や肉牛、家畜ふん尿の調査・実験方法につい
て学ぶ。さらに、環境に配慮した畜産経営について考える。

生
産
技
術

職
業
専
門
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容
科目
区分

圃場実習Ⅱ（中小家畜） 家畜飼養の基本は、家畜の生理や習性に合わせて飼育方法を工夫し、家畜の優
れた能力を発揮させることである。本科目では、給餌や給水、除糞清掃、ワク
チネーションなどの採卵鶏や肉用鶏の飼養管理、肥育や保育など繁殖豚の飼養
管理、子豚・肥育豚の使用管理について実習を通じで学び、中小家畜に関する
実践的なの飼養管理技術を習得する。また、養豚や養鶏、家畜ふん尿に関する
調査手法を学ぶ。さらに、先端技術の利用や、環境に配慮した畜産経営につい
て学ぶ。

演習林実習Ⅱ 林業者は、森林・林業の専門知識を持ち、それを現場の状況に応じて応用する
技術を身が必要である。本科目では、近年の林業生産現場で求められている高
性能林業機械の基本操作や安全使用、リモートセンシング技術を用いた森林調
査と分析方法、保育や種苗生産などの造材技術、集材技術などの収穫技術、造
林技術、森林病害虫対策や鳥獣害対策などの森林保護技術、きのこなどの特用
林産物の栽培、森林情報の利用、環境に配慮した持続的な林業について学ぶ。

職
業
専
門
科
目

生
産
技
術
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